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シリーズ⑬ 

　北近江の寺院や仏堂に祀られてい
る多くのホトケさま。今もなお地域
の人たちによって守り継がれていま
す。その中から代表的なものをシリ
ーズで紹介していきます。 

重
要
文
化
財

「
薬
師
如
来
坐
像
（
珀
清
寺
）」

・
指
定
日
　
明
治
34
年
３
月
27
日
指
定

・
所
在
地
　
瓜
生
町

瓜
生

う
り
ゅ
う

の
薬
師
と
称
さ
れ
る
本
像
は
、

浄
土
真
宗
寺
院
珀
清
寺

は
く
し
ょ
う
じ

か
ら
少
し
入
っ

た
日
吉
神
社
境
内
の
文
化
財
収
蔵
庫
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
地

誌
に
は
瓜
生
村
に
二
間
四
面
の
「
薬
師

如
来
堂
」
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
ま
す
。

像
高
１
５
２
㎝
の
半
丈
六

は
ん
じ
ょ
う
ろ
く

像
で
、
量

感
の
あ
る
体た

い

=
は
ケ
ヤ
キ
材
製
の
一
木

造
で
す
。
木
芯
を
像
中
央
に
こ
め
、

内
刳

う
ち
ぐ
り

を
施
し
て
い
ま
す
が
、
肯
板
と
右

肩
か
ら
先
、
左
手
首
、
膝
の
部
分
は
ヒ

ノ
キ
材
製
の
後
補
で
す
。
肉
髻

に
っ
け
い

と
地じ

髪は
つ

の
境
目
が
曖
昧
な
頭
部
に
は
、
大
き
め

の
螺ら

髪ほ
つ

が
切
り
付
け
ら
れ
、
耳
に
は
厚

み
が
あ
り
、
切
れ
長
の
眼
が
印
象
的
で

す
。
肩
・
胸
・
腹
は
十
分
な
奥
行
き
が

あ
り
ま
す
が
、
衣
文
線
は
そ
れ
ほ
ど
鎬

し
の
ぎ

立だ

て
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
は
平
安
前

期
か
ら
後
期
に
至
る
過
渡
的
な
時
代
の

特
徴
で
、
定
朝
様

じ
ょ
う
ち
ょ
う
よ
う

に
先
駆
け
る
平
安
時

代
後
期
（
11
世
紀
前
半
）
の
作
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

近
隣
の
大
田

だ
い
で
ん

寺じ

（
木
尾
町
）
に
は
同

じ
く
半
丈
六
の
薬
師
如
来
坐
像
が
あ
り
、

地
元
に
は
同
じ
時
代
に
同
じ
木
か
ら
彫

り
出
さ
れ
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

似
通
っ
て
は
い
ま
す
が
、
木
尾
の
薬
師

は
ヒ
ノ
キ
材
製
の
割
矧
造

わ
り
は
ぎ
づ
く
り

で
、
定
朝
様

を
踏
襲
し
た
平
安
時
代
末
期
（
12
世
紀
）

の
作
。
百
年
ほ
ど
の
年
の
差
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
規
模
の
「
兄
弟
」
が
そ
ろ

っ
て
現
在
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
は
希
有
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

■問
高
月
観
音
の
里
歴
史
民
俗
資
料
館

（
7
８
５
‐
２
２
７
３
）

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５
‐
８
７
２
２
）

長
浜
・
木
之
本
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

５
月
は
「
自
転
車
安
全
利
用
月
間
」
で
す

昨
年
は
、
市
内
で
77
件
の
自
転
車
事
故
が
発

生
し
、
そ
の
う
ち
２
件
が
死
亡
事
故
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
で
外
出
す
る
際
は
、
普

段
か
ら
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
自
転
車
利
用
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

①
車
道
の
左
側
に
寄
っ
て
通
行
す
る
。

②
歩
道
通
行
時
は
、
車
道
寄
り
を
徐
行
運
転

す
る
。

③
二
人
乗
り
、
並
進
、
携
帯
や
ス
マ
ホ
の

「
な
が
ら
運
転
」
な
ど
は
禁
止
。

●
事
故
に
よ
る
傷
害
や
損
害
賠
償
に

備
え
ま
し
ょ
う

全
国
的
に
自
転
車
と
歩
行
者
、
自
転
車
同

士
の
事
故
が
増
え
て
お
り
、
高
額
な
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
万
が
一
に
備
え
て
、
日
ご

ろ
か
ら
、
自
転
車
の
点
検
整
備
に
努
め
る
と

と
も
に
、
保
険
の
加
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯
保
険
に
つ
い
て

自
転
車
安
全
整
備
士
が
点
検
整
備
し
た
普

通
自
転
車
に
貼
付
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
マ

ー
ク
に
は
傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が
付

い
て
い
ま
す
（
付
帯
保
険
）。

点
検
を
受
け
て
安
心
し
て
乗
る
こ
と
が
で

き
る
う
え
、
万
が
一
の
事
故
の
と
き
に
は
下

記
の
補
償
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

（
公
財
）
日
本
交
通
管
理
技
術
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▲薬師如来坐像

く

※上記の加入手続きは、自転車安全整備店で行えます。自転車安全整備店でＴＳマークの貼付を依頼し、自
転車の点検整備(有料)を受けてください。ＴＳマークには、青色と赤色のマークがあり、色によって補償
金額が上記のとおり異なります。

種　別

傷 害 補 償

賠償責任補償

被害者見舞金

内　容

入院15日以上

死亡・重度後遺障害(１～４級)

死亡・重度後遺障害(１～７級)

入院15日以上

第二種(赤色)

一律10万円

一律100万円

限度額5,000万円

一律10万円

第一種(青色)

一律１万円

一律30万円

限度額1,000万円

補償金額

市
民
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
生
活
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
長
浜
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
便
利
帳
は
、
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
発
行
す
る
も
の

で
、
紙
面
に
広
告
掲
載
い
た
だ
い
た
地
元
の
事
業
者
・
各
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
無
償
で
作
成
・
全
戸
配
布

い
た
し
ま
す
。

便
利
帳
に
は
、
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き
や
公
共
施
設
案

内
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
情
報
に
加
え
、
市
の
概
要
や
歴

史
文
化
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
市
勢
情
報
、
地
域
の
名
所
や

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
地
域
情
報
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役

立
つ
医
療
機
関
情
報
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
保
存

版
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

便
利
帳
は
、
共
同
事
業
者
の
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
が

全
戸
配
布
し
ま
す
。

【
配
布
期
間
】

５
月
21
日
（
木
）
〜
６
月
20
日
（
土
）

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
洪
水
被
害
、
地
震
な
ど
の
災
害

に
備
え
て
、
市
内
全
域
の
屋
外
拡
声
子
局
お
よ
び
戸
別
受
信

機
な
ど
に
訓
練
放
送
（
約
３
分
間
）
を
流
し
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
訓
練
日
時
】

５
月
27
日
（
水
）
11
時
〜

【
放
送
内
容
】

①
上
り
チ
ャ
イ
ム
♪
　

②
「
こ
れ
は
テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
）

③
「
こ
ち
ら
は
ぼ
う
さ
い
な
が
は
ま
で
す
」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム
♪

※
気
象
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
試
験
放
送
を
中
止
ま
た
は
内

容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地
震
や
水
害
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て
の
危
険
度
や
避
難
所

等
を
地
図
に
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
「
英
語
版
」「
ポ
ル
ト

ガ
ル
語
版
」「
ス
ペ
イ
ン
語
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
情
報
を

必
要
と
す
る
外
国
人
住
民
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
日
本
語
版
」
に
つ
い
て
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
27
年
度
長
浜
市
連
合
自
治
会
定
期
総
会
が
４
月
26
日

（
日
）、
浅
井
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
今
年
度
の
役
員
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
、
副
会
長
、
監
事
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〈
会
　
長
〉

籾
山

も
み
や
ま

一
芳

か
ず
よ
し

氏
（
神
照
連
合
）

〈
副
会
長
〉

橋
本

は
し
も
と

良
弘

よ
し
ひ
ろ

氏
（
第
二
連
合
）

押
谷

お
し
た
に

義
文

よ
し
ふ
み

氏
（
上
草
野
連
合
）

東
ひ
が
し

野の

浩
充

ひ
ろ
み
つ

氏
（
余
呉
連
合
）

〈
監
　
事
〉

児こ

玉だ
ま

治じ

市い
ち

氏
（
第
八
連
合
）

藤
川

ふ
じ
か
わ

剛た
け
し

氏
（
び
わ
連
合
）

ま
た
、
昨
年
一
年
間
、
市
連
合
自
治
会
の
運
営
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
平
成
26
年
度
の
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
心
よ

り
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

■問
市
民
広
報
課
（
7
６
５
‐
６
５
０
４
）

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

配
布
し
ま
す

■問
防
災
危
機
管
理
課
（
7
６
５
‐
６
５
５
５
）

防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試
験
放
送
を

行
い
ま
す

■問
防
災
危
機
管
理
課
（
7
６
５
‐
６
５
５
５
）

外
国
語
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

■問
市
民
協
働
推
進
課
（
7
６
５-

８
７
２
２
）

連
合
自
治
会
の
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

▲暮らしの便利帳

▲屋外拡声子局


